
ウズベキスタン通信奈津子の

最

終回

サガン鳥栖★情報！サガン鳥栖★情報！

【チケットに関する問い合わせ】 株式会社サガン・ドリームス　☎0942・81・5290

小城市はサガン鳥栖と交流宣言を締結しています。

全33区間（272.8㎞）をたすきでつなぐ、県内一周駅伝大会。
小城市チームが６年連続７度目の優勝を飾りました！
２位の佐賀市に６分28秒の差をつけ、16の区間で区間賞の受賞、
最優秀選手など選手の活躍が光りました。
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▲野田正一郎監督（中央）
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第58回 郡市対抗 県内一周駅伝大会第58回 郡市対抗 県内一周駅伝大会

　市民の皆さんの熱い声援のおかげ
で、６連覇を達成することができまし
た。選手も一人一人がベストを尽く
し、最後まで粘り強く走り切ってくれ
ました。
　来年は７連覇を目指して頑張ります
ので、今後とも応援をよろしくお願い
します。

2月16日金～18日日

年連続７度目の優勝

年連続年連続 度目の度目の6 7 優勝
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青年海外協力隊員
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～2018シーズン開幕～

　チケットはセブン−イレブン、ローソン、ミニストップ、ファミリーマート、
サークルＫサンクスなどのコンビニエンスストアでもご購入いただけます。

　小城市のみなさん、アッサロムアライクン！（ウズベ
ク語でこんにちは）
　ウズベキスタン通信も２年間のボランティア活動終了
に伴い、今月で最終号となりました。今回のテーマは「青
年海外協力隊の経験を通して学んだこと」です。ウズに
来てからさまざまな国籍の人と巡り合い、日本では経験
できない貴重な体験をしました。そんな活動の中で学ん
だことは、「柔軟な考え方」「好奇心を持ち続け、行動する
こと」「出会いを大切にすること」「国際協力の面白さ、必
要性」などたくさん。その中でも「自分と異なる考え方を持つ人と、どう折り合いをつけて上手くやっ
ていくか」が一番苦労しました。同僚と上手くいかず口論したり、ウズの文化を受け入れられないこ
とがあったり、その度に言い方・タイミング・距離感・行動を工夫し、解決に向けて試行錯誤を繰り
返しました。“もういいや！”と排他的に切り捨てることは簡単ですが、それではボランティアに来た意
味がなく、そして自分自身の成長には繋がりません。毎日、行動と反省の繰り返しでしたが、２年前
の自分より少したくましくなったように感じます。ウズの子どもたちのために、何ができたのか？胸
を張ってこれだ！と言えるものはありません。しかし、私のような日本人と出会ったことで彼らの異
文化への理解が少しでも深まったのなら心から嬉しく思います。
　最後に、この通信を通して今まで興味がなかった人が少しでも国際協力に興味を持ってくれていた
ら幸いです。Rahmat, so’g bo’ling！（ラフマット、ソグボリン！：ありがとうございました。さよ
うなら！）

▲︎同僚たちと最初で最後の集合写真？！

４月
ホームゲーム

試合会場：ベストアメニティスタジアム
試合 開催日 キックオフ 対戦相手

明治安田生命Ｊ１リーグ　第７節 ４月11日（水） 20時 柏レイソル

ＪリーグYBCルヴァンカップ　グループステージ　第４節 ４月18日（水） 20時 湘南ベルマーレ

明治安田生命Ｊ１リーグ　第10節 ４月25日（水） 19時 川崎フロンターレ

　「明治安田生命Ｊリーグ�フライデーナイトＪリーグ」と銘打たれた最初の試
合でもあり、Ｊ１リーグ史上初の平日金曜日開幕となった２月23日ホーム戦。
前半３分に田
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選手がペナルティエリアで倒され、自らPKを決めて早い時
間に先制します。その後も攻撃陣が前線で存在感を示し、相手ゴールを脅かし
ますが追加点を奪えずに前半を折り返します。後半に入ると相手攻撃に守勢を
強いられる場面が増え、守りを固めますが終盤に同点ゴールを許します。その
まま両チーム譲らず１対１のドローで試合終了のホイッスル。
　４月はホームで３試合開催されます。ファン・サポーターの皆さん、勝点３
を目指し、共に戦いましょう。今シーズンも熱い応援をよろしくお願いします。
（２月28日著）
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